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1 はじめに

ここ最近、日本人選手の大リーグでの活躍がメディア、

マスコミから注目を浴びている。その中でも、日本で 7
年連続首位打者を獲得し、その後大リーグで 2004年に首
位打者だけでなく、永年破られていなかった 1920年以来
となるジョージ・シスラーの大リーグ年間最多安打 257
本を 5 本も更新し記録を塗り替えたイチローの打撃特性
に注目した。イチローには、どのような特徴があるのか、

2001、2004、2005年のそれぞれの年でどのような打撃特
性が見られたかを知るために解析を行うことにした。

2 データの入出方法

2004、2005 年は、yahoo のスポーツナビ [2] に載って
いるものを利用した。当サイトは、打撃結果だけでなく、

球種、コース、対戦投手、カウント、ランナーなどが 1打
席ずつ細かく載っていた。2001年に関しては、岡本・寺
本 [1]の結果を用いた。

3 解析方法

数量化 II類を用いて、2001、2004、2005年の 3年間の
イチローの打撃の特性を比較した。また、ロジスティック

回帰分析を用いて、2004、2005年それぞれの打撃特性を
比較した。

4 解析結果

外的基準を「ヒット」、「アウト」の二つに分けて 2004
年、2005年のデータを月別にそれぞれの要因を用いて分
析を行った。各要因は以下のようにした。また今回新た

な要因として、「投手」と「球場」を入れてさらに詳しく

解析することにした。

• 　球種:1「ストレート」2「変化球」
• 　コース：1「内角高め」2「真中高め」3「外角高
め」4「内角」5「真中」6「外角」7「内角低め」8
「真中低め」9「外角低め」
• 　投手：1「右腕」2「左腕」
• 　ランナー：1「あり」2「なし」
• 　ストライクカウント：1「ノーストライク」2「1
ストライク」3「2ストライク」

• 　ボールカウント：1「ノーボール」2「1ボール」3
「2ボール」4「3ボール」
• 　球場：1「ホーム」2「アウェー」

4.1 2004年の解析結果 (数量化 II類)

ヒット アウト

6回 ノースト 2スト
1スト

5回 直球 変化球

左腕 右腕

4回 外低、真低 内低

1,3ボール
アウェー ホーム

ランナーなし ランナーあり

表 1 2004年各月の解析結果

2004年の 4月から 10月までの各月を 6回に分けて (9、
10月で 1回分）、「ヒット」と「アウト」の方向性をそろっ
たものまとめた。早いカウントだとヒットを放ち、追い込

まれるとアウトになりやすい。また、直球を得意とし、外

よりの低めを得意としていた。内野安打の多さからラン

ナーがいない状況を得意としていた。左腕を得意として

いた。意外にもイチローはアウェーを得意としていた。

4.2 2005年の解析結果 (数量化 II類)

ヒット アウト

6回 変化球 直球

1スト 2スト
5回 ノースト 1ボール

　 外高

4回 内高 真中

真低 、外角

左腕 右腕

2,3ボール
　 ランナーなし ランナーあり

表 2 2005年各月の解析結果

2005 年も同様に 4 月から 10 月の各月を 6 回に分けて
(9、10月で 1回分）、「ヒット」と「アウト」の方向性をま
とめた。ストライクカウントについては 2004年とほぼ同
じ結果となったが、ボールカウントは、ボールが多いと得

意という結果になった。球種については変化球を得意と

した。ランナーについても内野安打の多さからランナー

なしを得意とした。コースは、以外にも真中が苦手という

結果になった。左腕を得意としていた。



4.3 ロジスティック回帰分析の結果

ロジスティック回帰分析により、2004、2005年のイチ
ローの打撃成績に影響を与えた要因について解析するこ

とにした。2004 年はストレートに強いことと、2 ストラ
イクと追い込まれると弱いという結果になった。

表 3 2005年のロジスティック回帰分析結果

要因 回帰係数 ｚ値 Ｐ値 結果

変化球 0.638 2.260 0.023 *
外高 −2.065 −1.692 0.090 .
内角 −0.946 −1.652 0.098 .
真中 −1.338 −2.323 0.020 *

2スト −0.919 −2.684 0.007 **

結果の**は、有意水準 0.01で棄却されたもの、*は有意
水準 0.05 で棄却されたもの、. は有意水準 0.1 で棄却さ
れたものである。有意水準 0.01で棄却されたものは、「2
ストライク」、0.05 で棄却されたものは、「真中」、「変化
球」、0.1で棄却されたものは、「外高」、「内角」という結
果になった。2005年も、ストライクカウントについては、
影響が強かった。コースについては、「真中」を苦手とす

る傾向が見られた。打者として真中のコースをヒットの

要因とできなかったことがより、2005年が不振な成績に
なってしまった要因といえるようである。また、変化球

が、ヒットの方向を示したので、2005年はストレートに
弱かったということがいえる。また、球種とコースについ

ての交互作用も調べたが、特に顕著に棄却されたものはな

かった。

5 3年間の比較

2001年、2004年、2005年の打撃成績を比較した。2001
年の打撃結果は、岡本・寺本 [1]の結果を利用した。
ストライクカウントでは、3年間ともにまったく同じ結

果が出た。「ノーストライク」、「1 ストライク」と追い込
まれる前に打つことで、ヒットを量産し、逆に追い込まれ

ると極端にアウトになる可能性が高くなる。コースにつ

いては、3年間ともに、やや外よりの低めの球を得意とし
ていたようである。逆にやや内角の高めの球は、イチロー

にとって、苦手なコースとなっている。内野安打やバン

トヒットでヒットを稼ぐことのできるイチローにとって、

外よりの低めの球を三塁線に、転がすことが、内野安打に

つながった事が多く、外よりの球を得意としたのではな

いかと考えられる。また、ホームランバッターではない

イチローにとって、内角の球を引っ張るとフライや凡打

を築くことが多いし、一塁線に転がすと、内野安打の可能

性が三塁線よりも、低くなるので、内角球はイチローに

とって苦手な、コースではなかったのではないかと考えら

れる。ランナーは、2001年は「ランナーあり」でヒット
の方向性を示し、逆に 2004年,2005年には「ランナーな

し」でヒットの方向性を示している。考えられる要因とし

ては、自分自身の打撃結果でなく、チームの成績も関係し

ているようである。2001年は、マリナーズは、地区優勝
を果たしており、常にランナーのいる状況で打席に入っ

てる場合が多かったのではないかと思われる。それに比

べて 2004、2005年は、チームの低迷で、ランナーのいる
状況で打席に立てる回数が少なく、また、内野安打の多さ

で、「ランナーなし」のほうが、よりヒットの方向に出た

のではないかと思われる。最も、興味深い成績になった

のは、球種についてである。変化球、ストレートに対する

実際の打率は、2004年、直球では 0.456で、変化球では、
0.300、2005年、直球では 0.290で、変化球では 0.349と
いう結果になった。実際の打率を比較しても、明らかに

ストレート、変化球で打率が違っており、特にストレート

では、まったく違うという結果である。2004年の、ヒッ
トを量産し、高打率を残した最大の要因となった「内野安

打」に焦点を絞り、比較してみることにした。

表 4 2004、2005年の球種別内野安打率

年度 2004年 2005年

要因 直球 変化球 直球 変化球

内野安打率 .252 .179 .149 .172

2004年のストレートに対する内野安打率は 0.252で、変
化球に対する内野安打率は、0.179と、ストレートに強く
なった要因として、内野安打を多く打ったことに関連があ

るようである。また、2005年は、ストレートに対する内
野安打率は 0.149で、変化球に対する内野安打率は 0.172
という結果になった。内野安打をストレートでより多く

打ったことが高打率につながったようである。

6 おわりに

今回、イチローの打撃特性を解析することで、様々な角

度から要因を知ることができてとてもよかった。

さらに、ランナーについて、１塁、２塁、３塁、満塁別に

解析したり、投手についても投げ方や特徴別に、詳しい解

析をしてよりイチローの打撃特性を知りたいと思った。
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